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福祉施設で、ちょ
っと一休み♡



　
古
布
庄
地
域
の
目
標
は
、「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
古
布
庄
、
集

ま
れ
る
拠
点
づ
く
り
」
と
し
て
空
き
保
育
園
を
活
用
し
な
が
ら
、
池
口
事

務
局
長
や
生
田
集
落
支
援
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
日
々
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
毎
週
月
曜
日
の
ラ
ン
チ
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
部
屋
の
改
修
を

有
志
の
方
々
で
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
運
動
器
具
を
設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
来
た
い
時
に
来
て
、
運

動
や
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
「
町
の
保
健
室
」

の
事
業
に
も
取
り
組
み
、
今
ま
で
以
上
に
健
康
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、
絵
手
紙
な
ど
の
教
室
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
得
意
と

さ
れ
る
方
々
が
、
講
師
と
な
っ
て
一
緒
に
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

部　会 内　　容
カ フ ェ 部 会 毎週月曜ランチを提供

健康づくり部会 百歳体操・運動器具を使った運動
とおしゃべり

教 室 部 会 パッチワーク・絵手紙・竹細工
交 流 部 会 地区の方とこども園との交流など

古布庄地域振興協議会
の
取
り
組
み

毎回手作りランチが好評です

園児と参加者と一緒にちまき作り

古布庄地域振興協議会の取り組み

古
布
庄
地
域
振
興
協
議
会会長　

馬
野
忠
篤

　
地
域
づ
く
り
を
担
う
振
興
協
議
会
が
古
布
庄
地
区
、
安
田
地
区
、
以
西

地
区
に
あ
り
、
そ
の
各
振
興
協
議
会
役
員
と
集
落
支
援
員
か
ら
設
立
や
課

題
、
今
後
の
目
標
な
ど
の
お
話
を
伺
い
ま
し
た
の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

輝
く
地
域
に

す
る
た
め
に
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「
住
み
や
す
い
安
田
に
し
ょ
い
や
ぁ
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
で
、
安
田
地
区
の
将
来
を
見
据
え
、
地
区
内
外
の
人
材

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用
や
、
今
年
度
か
ら
は
石
賀
集
落
支
援
員

と
一
緒
に
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
も
、旧
安
田
保
育
園
で
毎
月
「
ふ
れ
あ
い
食
堂
」
や
、

６
月
に
は
「
ふ
れ
あ
い
朝
市
」
を
開
催
し
、
ふ
れ
あ
い
・
交
流

の
場
の
提
供
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
月
１
回
の
ふ
れ
あ
い
食
堂
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学

習
支
援
や
高
齢
者
を
対
象
に
し
た
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
計
画
で
す
。
そ
の
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
探
し
も
皆
さ
ん

の
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い 

ま
す
。

　
以
西
は
平
成
26
年
の
以
西
小
学
校
の
閉
校
に
伴
い
、
小
学
校
の
利

活
用
に
つ
い
て
「
あ
す
の
以
西
を
つ
く
る
会
」
が
立
ち
上
が
り
、
令

和
元
年
６
月
に
協
議
会
の
設
立
と
な
り
ま
し
た
。

　
活
動
内
容
は
健
康
教
室
や
笑
学
校
、今
年
度
か
ら
は
「
町
の
保
健
室
」

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
毎
週
木
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
「
じ

げ
も
ん
屋
」
で
は
、地
元
の
方
が
作
っ
た
農
作
物
を
持
ち
寄
り
販
売
し
、

多
少
で
も
収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と
で
生
き
が
い
に
つ
な
が
る
な
ど
の

効
果
も
見
ら
れ
ま
す
。

　
今
は
、
小
塩
集
落
支
援
員
が
主
体
と
な
り
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
将
来
的
に
は
地
域
の
方
々
が
主
体
と
な
り
持
続
可
能
な
活
動

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
以
西
小
学
校
を
拠
点
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
距
離
が
遠
い
地
域

の
方
に
参
加
を
し
て
い
た
だ
く
に
は
、

移
動
手
段
の
確
保
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
実
現
に
向
け
、
今
後

検
討
を
し
て
い
き
ま
す
。

安田地区振興協議会

以西地区振興協議会

の
取
り
組
み

の
取
り
組
み

安
田
地
区
振
興
協
議
会

副
会
長　
小
泉　

傑

以
西
地
区
振
興
協
議
会

会
長　
那
須
典
久

部　会 内　　容
ふ れ あ い 部 ワイワイ祭り、伝統行事 他
地域づくり部 ふれあい朝市（年2回）、講演会 他

ふれあい食堂（毎月第1土曜日）

部　会 内　　容

地 域 福 祉 部 毎週健康体操、卓球、笑学校、
「町の保健室」で健康づくり

産 業 振 興 部 軽トラ市、毎週木曜「じげもん屋」で農作
物の販売

地域づくり会議 以西夏まつり、意見交換の場づくり

安田地区振興協議会の取り組み

以西地区振興協議会の取り組み

カレー作りをしてくださる皆さんです

毎回大好評の軽トラ市

自慢のカレーです！

買物の後は体操教室に行きます！

　３地区から取り組み内容などをお聞きしましたが、各地区とも地域にあった内容で、継続できる
仕組みづくりや活動に取り組んでおられ、社会福祉協議会も振興協議会や集落の活性化の応援団と
して関わっていきたいと思いますので、ご相談ください。
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事　業　内　容 支出額（円） 事　業　内　容 支出額（円）
福祉委員・愛の輪協力員の研修費等 659,655 誕生祝（紙おむつ）（117件） 324,468
福祉大会 43,280 福祉情報カレンダー作成 388,910
サロン実施（25集落） 476,360 ボランティアセンター事業 273,000
地域支え合い（除雪）3集落 20,000 老人福祉センターエレベータ改修工事費 2,000,000
弔花（244件） 2,168,252 さわやか給食 195,000
福祉団体活動助成金（7団体） 1,101,012 合　　計 7,649,937

内　　容 収入額（円）
一 般 会 費 4,329,700
特別賛助会費 2,137,000
前年度繰越金 1,183,237

合　　計 7,649,937
　皆さまからご協力いただきました会費を次のとお
り活用しました。 誕生祝い品をお届けしました

会費の事業・収支報告
（H30年度）

平成30年度 事業報告
　町民、地域、事業所、福祉関係機関及びボランティア団体等の協力により、事業に取り組むことが
できました。また社協の事業、活動に対するご理解やご賛同いただき、厚くお礼申し上げます。

こども食堂へ町内外事業所から食材の提供がありました

重点事業
１ 福祉への住民意識の高揚と啓発
２ 住民参加、参画による地域福祉活動の推進
３ えんくるり事業（こども食堂）の推進
４ 共同募金運動への支援と連携強化
５ 介護保険事業の健全運営
６ 障がい者自立支援事業の健全運営

主な新規事業及びサービスについて

　社会福祉法人（立石会・赤碕福祉会・琴浦町
社協）が協働してこども食堂を実施しました。
　今年度も引き続き実施しております。
開催場所：社会福祉センター
開催回数：毎月１回

こども食堂「琴浦にっこにこ」を
開所しました。

「ことうらあんしん相談支援センター」は、どんな
ご相談にも相談者に寄り添い支援をしております。

福祉情報カレンダーの配布と
ホームページをリニューアルしました。

福祉サービス情報カレンダーを町内全戸に
配布しました。

　今年度も継続します。
　現在カレンダー作品を募集中です。（詳しくは６月号広報紙
に掲載）
　ホームページをリニューアルしました。ぜひご覧ください。

　経済的困窮、就労不安定、ひきこもりなどの課題を
抱えるご家庭の相談を受け、関係機関と連携して課
題の解決に向けて支援をしております。
� （関連記事：Ｐ５）

⃝訪問介護事業関係（廃止）
⃝放課後等デイサービス（休止）
⃝琴浦町ふくしまつり (30年度で終了）

事業等の廃止（休止）の
お知らせ

平成30年度の事業報告及び収支決算の詳細
についてはホームページに掲載しております。
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　相談支援センターでは相談者（世帯）の相談内容によっては関係機関等と一緒に課題解決に向けて支
援を行っています。平成30年度は33件の相談を受けました。
　相談者の中には、福祉制度、サービスの利用により課題が解決したケースが４世帯ありますが、現
在も継続して関わっているケースが数多くあります。課題内容によって、相談者に寄り添い、気持ち
の切り替えなどに時間がかかるケースもあります。

問合せ先
ことうらあんしん相談支援センター

（琴浦町社会福祉協議会内）
TEL 52-3600

「どうしてよいか、わからない」と困ったときは、
福祉なんでも相談「ことうらあんしん相談支援センター」にご相談ください。

相談者数

年 代 別

相談事例の内容（重複あり）

相談経路

世帯類型

男
22人

女
11人

30
歳
代
以
下

80
歳
代
以
下

40
歳
代

50
歳
代

60
歳
代

70
歳
代

10

5

0

4人
6人

10人

1人

9人

3人

経
済
的
困
窮

精
神
障
が
い

（
疑
い
を
含
む
）

孤
立

ひ
き
こ
も
り

家
族
が
不
仲

借
金
・

多
重
債
務

就
労
不
安
定

25

20

15

10

5

0

22人

3人3人3人4人4人

10人

直接
センターに
相談
19人

関係機関
からの相談
14人

単
身

そ
の
他

高
齢
者
の
み

母
子
・
父
子

高
齢
者
と

独
身
の
子

３
世
代
同
居

10

5

0

11人

2人

4人
6人

3人

7人

相談者は男性の方が多い傾向があります。

相談者は50歳代が多く、次いで70歳代でした。

相談事例の多くは経済的困窮が最も多く、
就労不安定と関係するものもあります。

相談者が直接、来所または電話をされるケースや
民生委員など関係機関から相談がある場合もあります。

世帯では単身者が最も多く、
高齢者と独身者の世帯も多くありました。

自分だけではどうにもならず、いきづまってしまうことがあります

平成30年度 実績報告
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相談日のお知らせ

＊‌�法律相談は本所のみとな
ります。

本所（社会福祉センター）と赤碕支所（老人福祉センター）で相談受付をしています。
お間違えのないよう、お願いいたします。

日程：８月28日（水）
　　　９月25日（水）
時間：13：30～15：30 日程：８月21日（水）

　　　９月18日（水）
時間：9：00～11：00

日程：８月22日（木）
　　　９月26日（木）
時間：13：30～15：30

日程：８月７日（水）
時間：9：00～11：00

日程：９月19日（木）
時間：13：30～15：30予　約　制

法律相談（司法書士）

行 政 相 談 行 政 相 談

心配ごと相談 心配ごと相談本
所
の
予
定

赤
碕
支
所
の
予
定

秘密は堅く守られますので、お気軽にご相談ください。

困ったわ…。
そうだ！

ここに相談しよう。

本所 TEL：52－3600
支所 TEL：55－1124

※心配ごと相談は、今年度より月ごとに本所・支所の交互開催とさせていただきます。ご了承ください。

任
期　
令
和
元
年
６
月
10
日
～
令
和
３
年
６
月
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で

理
　
事氏

　
名

住
　
所

選
出
区
分

真
　
山
　
昭
　
子

箆
　
　
　
津

民
生
児
童
委
員

倉

本
　
　

稔

福

永

後

藤

秋

美

八

橋

女

性

団

体

田

中
　
　

明

逢

束

福

祉

団

体

馬

野

忠

篤

三

本

杉

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
代
表
者

井

上

耐

子

宮

木

川

上

強

志

三

保

学

識

経

験

者

金

田

弘

子

大
山
町
名
和

桑

崎

俊

文

徳

万

渡

辺

文

世

浦

安

小
　
代
　
ひ
と
み

杉

下

吉

岡
　
　

正

浦

安

自

治

会

代

表

監
　
事

藤

田
　
　

明

美

好

前

田

永

宜

徳

万

任
期　
令
和
元
年
６
月
11
日
～
令
和
３
年
６
月
定
時
評
議
員
会
終
結
の
時
ま
で

評
議
員�

（
残
任
期
間
）

山

口

秀

樹

徳

万

行

政

機

関

　
こ
の
た
び
、
６
月
11
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
理

事
会
に
お
い
て
、
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
年
の
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
運
営
実
態
や
経

営
状
況
の
悪
化
な
ど
、
制
度
的
、
構
造
的
な
諸
問

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
で
は
、
人
口
減
少
、
超
少
子
高
齢

化
の
進
行
、
産
業
面
で
の
後
継
者
・
就
労
者
不
足

な
ど
、
地
域
力
が
後
退
す
る
諸
課
題
も
増
え
て
お

り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
山
積
す
る
困
難
な
現
状
の
も
と
で
、

ど
の
方
向
へ
舵
を
操
作
し
進
め
て
い
く
の
か
。
人

生
１
０
０
年
時
代
と
言
わ
れ
ま
す
。
子
ど
も
か
ら

高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
が
、
共
に
「
生
き
」「
今

あ
る
が
ま
ま
で
活
か
し
活
か
さ
れ
る
」
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
、
精
一
杯
努
力
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
、
今
後
と
も
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
切
に
お
願
い

し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
役
員・評
議
員
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
！

新
会
長
あ
い
さ
つ

川
　
上
　
強
　
志

　集落や地域の除雪作業を軽減するとともに、防災意
識及び支援を必要とする
人など地域住民の支え合
いにより安心して暮らせる
地域づくりを促進します。

除雪機購入費を助成します！

助成は一集落に対し
1回100万円以内とする。

今年の8月末まで。

財源は年末に町内各戸及び事業所による歳末たすけ
あい運動による募金。

助成金額

目　　的

募集期間

財　　源

問合せ先　総務課 52-3600
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心 の ふ れ あ い 篤志ありがとうございます
（受付順に掲載）

金額 ･氏名等の掲載は、寄付者の申し出によるものです。
令和元年5月1日〜令和元年6月30日分

金　額 住　所 寄　付　者 故　　人
志 三 保 松 本 博 信 みよ子
志 横 浜 市 久 米　　 明 勇（浦安）
志 坂 ノ 上 生 越 和 憲 德憲
志 槻 下 斉　木　めぐみ 尾古みどり
志 鳥 取 市 森 本 淳 弘 泰守（本町）
志 徳 万 前 田 永 宣 八枝子
志 北 栄 町 田　村　真由美 針本みゑ子（荒神町）
志 水 口 市 橋 一 孝 加吉
志 徳 万 大 田 輝 実 進康
志 逢 束 松 田　　 清 進八郎
志 公 文 小 濱　　 毅 幸子
志 浦 安 疊　　 泰 子 裕永
志 国 実 岩 本 典 子 久
志 八 橋 市 本　　 隆 一男
志 亀 岡 市 日和佐　　　剛 武士（立石区）
志 匿　　名
志 八 橋 林 原　　 順 壽雄
志 八 橋 ６ 区 押 本 英 之 久雄
志 仲 之 町 尾 竹 博 司 虎司
志 竹 内 中 井 一 郎 静子

金　額 住　所 寄　付　者 故　　人
志 き ら り 町 住 吉 康 弘 三男
志 美 好 三 嶋 俊 道 照恵
志 杉 地 仲　田　俊太郎 進
志 金 屋 中 原 鈴 恵 貴
志 八 橋 新　　 多 守 和正
志 西 地 蔵 町 和 田 京 弘 喜代子
5,000 き ら り 町 新 居 裕 規 絵美
志 米 子 市 福 井　　 甫 ゆき(釛)
志 湯 坂 髙 塚 人 志 カズ子
志 箆 津 福　元　ひとみ 長岡友幸（浦安）
志 鳥 取 市 三 嶋 保 宏 保（八橋）
志 下 市 小 泉 絹 枝 寛幸
志 森 藤 隂 山 慎 一 昭
志 丸 尾 谷 岡 眞 史 忠範
志 矢 下 小 谷 敦 子 吉人
志 丸 尾 椎 本 重 徳 玉枝
志 野 井 倉 松 本 慎 二 薫

香典返し・玉串料返し� （単位：円）

本会にお寄せいただいた寄付金は、確定申告により所得税に係る寄付金控除の対象となります。

一 般 寄 付� （単位：円）
金額 住所 寄　付　者 摘　　要
志 箆津 永　田　博　人 社会福祉事業へ
志 匿　　名 社会福祉事業へ
志 杉地 中　原　成　文 社会福祉事業へ
志 匿　　名 社会福祉事業へ
6,060 八橋 山本おたふく堂 社会福祉事業へ

※‌�福祉だより83号（６月号）に掲載の内容に誤りがありました。訂正
し深くお詫び申し上げます。

（正） （誤）
大 山 町 坂　本　繁　紀 西地蔵町 坂　本　繁　紀

　皆さまからいただいた共同募金を活用して、綿菓子
機を新しく購入しました。無料で貸し出しておりますの
で、地域や集落の行事などにぜひご利用ください。

予約・問合せ先　総務課 52-3600

綿菓子機が新しくなりました共同募金
助成事業

この場所には、何も記載しないでください。

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きＡＴＭでも
ご利用いただけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の涉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ずお
受け取りください。
・払込みの際、法令等に基づき、
運転免許証等、顔写真付きの公的
証明書類のご提示をお願いする場
合があります。
・ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます。
・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。

収入印紙

課税相当額以上
貼　　　　付

印



大きなことをしたいと思うなら、小さなこと
を怠らず努めることが大切です。「積小為大」　（二宮尊徳）

元気
になる

言葉

特別賛助会費のお願い

社協はみなさんによって支えられています
　社会福祉協議会の事業・活動は、町民の皆さまからの会費が貴重な財源となっており
ます。より多くの企業・団体、町民の皆さまに本会の活動趣旨にご賛同いただき、ご支援い
ただきますようよろしくお願いいたします。

一口 2,000円　納入期間 8月1日～9月30日
○下段の納入書を郵便局にて、納入ください。（手数料は無料です）
○広報紙に掲載するため、必ず行政区をご記入ください。
○2,001円以上納入いただいた場合は、税控除の対象となりますので、証明書が必要な方はお手数で
すが11月末までに社協までお申し出ください。
○納入書でのお振込が困難な方は、受け取りに伺いますので、社協までご連絡ください。

問い合せ先
総務課 ☎52－3600

主な
特別賛助会費の
つかいみち

納入方法
誕生祝いに紙おむつを贈呈します 弔花のお供えをします

ほか……
被災された方へのお見舞い
などに活用しております

これからを担う
子どもたちの
未来のために…

お悔やみの心を届けます…

9 6 1 0 0 7

0 1 3 7 0 6

様

三朝町会計管理者

通常払込
料金加入
者 負 担

日 附　印

この受領証は、大切に保管してください。

千 百 十 万 千 百 十 円

口
座
記
号
番
号
加
入
者
名

金

　額

ご
依
頼
人

料
金

備
考

振替払込請求書兼受領証

0 1 3 9 0 0 1 3 9 0

02

 3 2 1 6 60 0

広島 払 込 取 扱 票 通常払込料金
加 入 者 負 担

口 座 記 号 番 号 千 百 十 万 千 百 十 円
金
額

料
金

備
考

ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。（承認番号 広第7455号）

社会福祉法人 琴浦町社会福祉協議会

〒　　　－

お
と
こ
ろ

行
政
区

様

お
な
ま
え

これより下部には何も記入しないでください。

日

　
　附

　
　印

加
入
者
名

ご

　依

　頼

　人

　・

　通

　信

　欄

切
り
取
ら
な
い
で
お
出
し
く
だ
さ
い
。

記
載
事
項
を
訂
正
し
た
場
合
は
、
そ
の
箇
所
に
訂
正
印
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

各
票
の※

印
欄
は
、
ご
依
頼
人
に
お
い
て
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

※

※

（ご連絡先電話番号　　　　－　　　　－　　　　）

※

おなまえ
※

 3 2 1 6 6

社会福祉法人
琴浦町社会福祉協議会


